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昨年度、利益ある持続的成長への基盤作りを目指して中期経営
計画「Drive for Growth」をスタートさせました。

その初年度となる2017年度は、燃費不正問題で傷ついた信頼
の回復、業績をV字回復軌道にのせること、新車立ち上げの成
功という三つの重点目標を掲げ、全社一丸となって取り組んでき
ました。

まず、業績面においては、ご覧のように2月に公表した見通しを
上回る順調な業績の回復が進んでおります。

売上高は前年度から15%増加の2兆 1,924億円、営業利益は前
年度の51億円から大幅に増加し、982億円となりました。当期純
利益は1,076億円と、前年度の大幅な赤字から黒字へと大きく
改善しております。

販売台数は、ピックアップトラックが好調なタイや、『アウトラン
ダー』の販売が引き続き好調な中国に加え、インドネシアでの『エ
クスパンダー』の投入、『エクリプス クロス』のグローバル展開開
始などにより、前年度から19%増加し、110万1千台となりました。
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17年度の振り返りとして、まずは２つの新車の順調な立ち上がり
を紹介します。

ひとつめが、9月にインドネシアで販売を開始した『エクスパン
ダー』です。この車は、革新的なデザインや広々としたインテリア、
高い走行性能などがお客様に評価され、インドネシアのカー・オ
ブ・ザ・イヤーにも選ばれました。

3月にはインドネシアの車種別販売ランキングで首位を獲得する
など、4月末までには累計3万9千台を販売し、先月からはフィリ
ピンへの輸出を開始しております。

この輸出開始にあたり、4月25日は記念式典を開催しました。
ジョコ大統領など、多くの関係者が集まり、大変盛大な式典となり
ました。今後数ヶ月の間にタイなどASEAN市場を中心に輸出先
を拡大し、更なる販売増加を目指してまいります。
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もうひとつの新車である、コンパクトSUVの『エクリプス クロス』は、
グローバル戦略車として10月より日本から欧州向けの出荷を開
始し、17年度では60カ国へ展開いたしました。

4月末までに全世界で2万3千台の販売実績となり、今後は中国
にも投入する計画です。

新車の投入が4年ぶりとなる国内市場向けには、1月から販売施
策として業界初の試みとなる「ナイトショールーム」を開催し、
様々な広告宣伝活動を展開してきました。
その結果、4月末までに6千台の販売となり、好調なスタートを切
ることができました。
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このような新車の順調な立ち上がりもあり、販売台数は、ご覧の
とおり、中計で中核市場に位置付けた主力地域、注力地域、回
復地域において台数が大幅に増加しました。

中期経営計画で設定したKPI達成に向け、17年度は順調な進捗
となりました。
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2017年度の売上高は前年度から15%増加の2兆1,924億円、
営業利益は前年度の51億円から982億円と大きく改善し、営業
利益率は4.5%となりました。

また、経常利益は1,101億円、純利益は1,076億円と、前期の大
幅な赤字から黒字へと大きく改善しております。

販売台数は日本での販売回復やピックアップトラックが好調なタ
イ、新型『エクスパンダー』を投入したインドネシア、『アウトラン
ダー』の販売が引き続き好調な中国などにより、前年度から19%

増加し、110万1千台となりました。
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前年度と比較した営業利益増減分析はご覧の通りです。

台数・車種構成は、着実に売上を伸ばしている中国やアセアン、
そして日本での回復などで、289億円の増益となりました。

販売費用は239億円の増加となりました。これは、特に米国、日
本でインセンティブやブランド強化のための広告宣伝費を増加し
たことによるものです。

コスト低減は日産とのシナジー効果もあり、428億円の改善とな
りました。

為替は、タイバーツが悪化したものの、ドルやユーロなど他の主
要通貨で好転したため、91億円の増益となりました。

その他においては、昨年度、大きく計上した市場措置費用が減
少したため、362億円の増益となっております。
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日本の販売は前年度に対して23%増加し、98千台となりました。
これはeKワゴン・eKスペースなどの軽自動車や、デリカD:5など
に設定した「アクティブギア」の販売が安定的に伸びたことによる
ものです。

今後は先日発売した『エクリプス クロス』の拡販に取り組んでま
いります。

当社のブランド再構築のための重要な取組みの一つとして、「電
動ドライブステーション」の展開に取り組んでおります。3月末ま
でに28店舗オープンいたしました。
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アセアンの販売は、9月にインドネシアに投入した新型MPV『エク
スパンダー』の力強い販売もあり、33%増加し、27万5千台となり
ました。

タイでは総需要の回復に加え、当社はお客様の信頼向上を狙っ
たサービスキャンペーンを実施することで、ピックアップを中心に
販売台数を伸ばしました。

当社が比較的高いマーケットシェアを持っているフィリピンでは、
パジェロスポーツの販売が前年から大きく伸びました。また現地
生産を開始したミラージュについても需要が増加いたしました。

インドネシアでは『エクスパンダー』の需要に対応するため、ブカ
シ工場の稼働を昨年10月より2直体制にいたしました。また、4

月よりフィリピン向けに輸出が始まり、その後、アセアン各国への
輸出を進めてまいります。

アセアンは更なる伸張が期待できる好調なマーケットの一つです。
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中国では、現地生産している『アウトランダー』の好調が続いてお
り、当社の合弁会社であるGMMCの17年度の販売は前年度か
ら73%の増加となりました。これにより中国での販売は対前年比
55%増加の136千台となり、北アジア地域全体でも前年に対して
44%増加の157千台と伸張いたしました。

販売網については、18年度末までに350店舗、19年度末までに
400店舗まで拡充することを計画しておりますが、17年度末時点
で302店舗まで拡大しており、順調に推移しております。

引き続き、マーケットシェアの拡大のために、広告宣伝の強化、
販売網の拡張と1店舗あたりの販売効率向上に取り組んでまい
ります。
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北米の販売では8%増加し、155千台となりました。

米国ではインセンティブによる販売競争が続いており、当社も影
響を受けております。この中においても、主力モデルの『アウトラ
ンダー』は好調な販売が続いたこともあり、前年度同期に対して
10千台増加いたしました。

17年12月には『アウトランダーPHEV』を販売開始し、更には18

年1月に『エクリプス クロス』の出荷を開始いたしました。
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欧州については、西欧向けに17年10月に『エクリプス クロス』の
出荷を開始し、すでに36千台の受注を頂いております。

主要国では、ドイツの販売が大きく伸び（前年度比+20%）、また
英国の販売も安定的に推移しました（前年度比+4%）。

ロシアでは全体需要が回復軌道にあり、現地生産を再開した『パ
ジェロスポーツ』が安定的に台数を伸ばしております。
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当社が高いシェアを持つ豪州・ニュージーランドでは近年安定し
た販売が続いており、17年度も前年度比で14%増加し、95千台
となりました。

特にSUVやピックアップトラックのセグメントは、この1年安定的に
拡大しております。そこに強みを持つ当社も販売を順調に伸ばし、
全体需要を超える台数となりました。

豪州・ニュージーランドでは、今後も当社が強く、成長を続けてい
るSUVと小型商用車の販売へ傾注をしてまいります。
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その他の地域について、中東でのフリート商談の獲得による台
数増や、中南米でのピックアップトラックを中心とした台数増によ
り、前年度に対し、2%増加の128千台となりました。

これまでの各地域の販売状況を省みますと、当社の取り組みが
着実に成果を出し始めて回復が順調に進みはじめたことがお分
かりになると思います。
今後も新型モデルを投入し、販売力の強化をしていくことにより、
更に販売台数が伸びるものと確信しております。
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2017年度の好調な販売実績と、コスト削減の進捗を考慮しなが
ら、ご覧のような2018年度の業績見通しを公表いたしました。

売上高は9%増加の2兆4,000億円を想定しております。

営業利益は12%増加の1,100億円、経常利益は14%増加の
1,250億円となる見込みです。

当期利益は2%増加の1,100億円、小売台数は14%増加の125

万台を想定しております。
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当社の主要市場でどの様な成長をしていくのかを示した、地域ご
との販売予想がご覧のページとなります。

新型モデルを投入し、販売の回復とブランドイメージの向上をは
かる日本と、中国およびアセアンで販売の大きな増加を見込ん
でおります。
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中期経営計画の目標である19年度の営業利益率 6.0%以上達
成に向け、V字回復への軌道を維持しております。

足下の為替環境は厳しいものの、18年度も着実な成長を見込ん
でおります。
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前年度と比較した営業利益増減の内訳を説明します。

2018年度の営業利益は1,100億円と、前年度の982億円から
118億円増益の計画としました。

販売関連としては、重点地域であるアセアン、中国を中心に台数
を増やす計画であり、410億円の好転を見込んでおります。コス
ト低減等で260億円の増益を見込む反面、その他は研究開発費
等の費用増加で242億円の減益を織り込んでいます。

また、為替前提はUSドルで105円、ユーロで130円、タイバーツ
で3.40円と、前年度に対し全体的に円高方向に想定しておりま
す。この結果、為替影響としては、前年度に対して310億円の悪
化を見込んでおります。
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18年度もご覧のように3車種の新型車投入を予定しており、これ
を確実に成功させ、将来の力強い成長に向けた土台作りを進め
ます。

この3車種のうち、国内向けには2車種、海外向けには1車種の
コアモデルを投入予定です。

なお、このうち国内の1車種については、実際の登録が来年4月
となる見込みです。
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次に中核市場へのさらなる注力について説明します。

まずは、当社の主力市場であるアセアンでの取り組みを紹介しま
す。

今年度はインドネシアで好評の『エクスパンダー』をフィリピン、タ
イなどにも輸出をし、販売を開始します。

これにより、更なるアセアン地域での台数増加とプレゼンス向上
を図るともに、更にはインドネシアが、生産事業においてもタイに
次ぐ第2の本格的な生産拠点として中核を担うことになります。

インドネシアにおいては、輸出向けによる生産台数の増加に伴
い、18年度中も工場の能力増強を継続して図ってまいります。
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中国では、販売店の増加とともに販売台数の大幅な増加を狙っ
ていきます。

『アウトランダー』の現地生産開始以降、販売台数は大幅に増加
していますが、更に今年度はＳＵＶブランドを強化するため『エク
リプス クロス』を現地生産し投入します。

また、販売店を17年度末の300店舗から350店舗に増加させ、
販売ネットワークの増強も合わせて実施します。

これらの成長を支えるために、この中計期間中に、エンジンの現
地化を推進するとともに、車両の生産能力も拡大を図ります。
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ホームマーケットである国内市場では、今年度は販売の更なる
回復に向けて取り組みます。

3月に発売した『エクリプス クロス』に加え、先ほども触れたように、
2車種を投入し、8月には19年モデルの『アウトランダーPHEV』も
投入します。

また、 「ナイトショールーム」など実際に販売会社に来られないお
客様にも、商品の魅力を訴求できるようなデジタルマーケティン
グを他車種にも展開していく予定です。

更に、魅力的な金融サービスを幅広く提供することで、お客様の
自動車購入時のサポートや購入後のアフターサービスを強化す
ることを考えております。
そのために、先月、販売金融会社のMMCダイヤモンドファイナン
スを完全子会社化いたしました。販売会社との連携もこれまで以
上に強化し、お客様の満足度向上に更に取り組みます。
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18年度も、持続的成長の基盤づくりに向けた投資を着実に進め
ます。

設備投資は、引続き新商品や生産・ IT投資を強化します。
また、キャッシュの有効活用という観点から、過去に流動化した
資産のうち必要性の高い物件の買戻しについても継続的に検討
してきました。その一部について、妥当な条件の提示を得られた
ことから、今年度中の買戻しを予算に盛り込んでいます。

これにより、18年度の設備投資全体の売上高に対する比率は
5.6%まで上昇する見込みですが、買戻し分を除いた比率は
5.0%程度となります。健全なキャッシュフローの維持という規律
の中で、過剰投資に陥ることがないよう、一つ一つの案件に慎重
に取り組んで参ります。

研究開発は、今後投入する新型車開発の強化に加え、SUVや電
動化技術に磨きを掛けていくために、引続き開発リソースの増強
を進めております。
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最後に株主還元について説明します。

18年度においても、成長投資とのバランスも考慮しつつ、17年
度実績から3円増加の20円を予定しております。
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17年度は新型車を計画通り市場投入し、業績も計画を上回る実
績となり、V字回復軌道に向け順調な滑り出しとなりました。

その足取りをより確かなものにするために、2年目の2018年度
は大変重要な年です。「利益ある持続的な成長に向けた基盤づ
くり」のための積極的な投資を継続すると同時に、「規模の拡大」
「利益率の向上」「健全なキャッシュフローの維持」、いずれも本
日公表した目標の達成に全力を尽くします。

一方で、信頼回復は一朝一夕で成るものではありません。当社
は2000年以降のクルマの安全・品質に係わる諸問題をテーマに
した「過ちに学ぶ研修室」を岡崎にオープンさせました。これは、
社員一同が、過去の過ちを振り返り、我々にとって最も大切なの
は安全・品質であるということを日々噛み締めていくという思いを
こめたものです。
今後とも、社員一同、気を緩めることなく、取り組んでまいります。
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